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ビワードくん（全国果樹研究連合会）

営農TOPIC

生産者に聞く

びわの話
峰　庄𠮷 さん（70）

茂木びわの始祖当初の加工品はお酒だった！？

当時を語る
道具たち

　日本におけるびわの最古の文献記録は762年
の正倉院の書物に見られるとされています。そ
の後、各地に自生する野生種も存在しましたが、
本格的な栽培が始まったのは江戸時代後期とい
われています。
　茂木びわの沿革については、明治42年（1909）
の「日本園芸雑誌」に、長崎の唐人部屋に出入
りする人物によって茂木にもたらされたとの記
述があります。また、昭和９年（1934）に建
立された茂木枇杷記念碑には、三浦シヲさんの
名前が刻まれています。
　三浦シヲさんは「茂木びわ」生産の始祖とさ
れ、その名は地域に語り継がれ、現在も大切に
受け継がれています。
　茂木支店近くの寺院に墓があり、令和４年に
は長崎市の指定有
形民俗文化財に指
定されました。

　今やびわの加工品といえば、
びわゼリーやびわの缶詰を想像
するのではないでしょうか。
　実は、昭和14年には「枇杷酒」
が製造されていました。しかし、
戦時下の影響による砂糖や容器
の不足で昭和17年に製造を断念
しました。

　びわは傷つきやすく、とてもデリケートな果物のため、
現在も配送や取り扱いには細心の注意が払われています。
　段ボールでの出荷へ変わったのは昭和38年。かつては竹
篭に木毛を敷いて出荷されていました。竹篭は専門の職人
によってつくられ、出荷を支えていました。
　また、重さを量るときは天秤を使用。
　枇杷酒の容器も含め、当時の道具が今も残っています。

　ビワの日は、各県の出荷が出揃う時期であり、５月に実が房状に実ることから、
23（ふさ）日に制定されました（日本記念日協会認定）。
　全国果樹研究連合会（全果連）ビワ部会は、３月23日に開かれた「全国ビワ研
究協議会」でこれを発表し、あわせてゆるキャラ「ビワードくん」を初披露しました。
　「ビワードくん」はびわをモチーフにしたデザインで、足は黒い種を表現してい
ます。名前には、びわの知名度を「世界（ワールド）に広めたい」との思いが込め
られています。

５月23日は「ビワの日」
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◇
茂も

木ぎ

の
風
景

　
長
崎
市
東
部
に
位
置
す
る
茂
木
は
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
風
景
が

広
が
る
地
域
で
す
。
斜
面
に
沿
っ
て
び

わ
畑
が
連
な
り
、
眼
下
に
は
青
い
海
が

見
渡
せ
ま
す
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

は
、
袋
が
け
さ
れ
た
果
実
が
畑
を
彩
り
、

方
で
す
。

◇
お
い
し
い
び
わ
は

　
こ
こ
を
見
て

　
び
わ
を
選
ぶ
際
は
、
い
く
つ
か
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
全
体
に
色
む
ら
が
な
く
、
や
さ
し
い

オ
レ
ン
ジ
色
に
均
一
に
色
づ
い
て
い
る

も
の
が
良
品
で
す
。
ま
た
、
表
面
に

う
っ
す
ら
と
産
毛
が
残
っ
て
い
る
も
の

は
新
鮮
な
証
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ふ
っ
く
ら
と
丸
み
が
あ
り
、
左
右

の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
る
も
の
を
選

ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
見
た
目
の
わ
ず

か
な
違
い
が
、
食
味
に
大
き
く
関
わ
っ

て
き
ま
す
。

◇
び
わ
は
常
温
保
存
で

　
保
存
方
法
に
も
少
し
気
を
配
る
こ
と

で
、
お
い
し
さ
を
よ
り
長
く
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
び
わ
は
基
本
的
に
常

温
保
存
に
適
し
た
果
物
で
、
風
通
し
の

収
穫
の
時
期
に
は
地
域
全
体
が
活
気
に

包
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
条
件
と

長
年
の
栽
培
技
術
が
重
な
り
、
茂
木
は

全
国
で
も
有
数
の
び
わ
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
楽
し
み
方
の

　
移
り
変
わ
り

　
長
崎
の
び
わ
は
、
出
荷
時
期
に
よ
っ

て
楽
し
み
方
が
変
わ
る
の
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
大
切
に
育
て

ら
れ
た
び
わ
「
ハ
ウ
ス
び
わ
」
が
一
足

早
く
出
回
り
、
安
定
し
た
品
質
と
美
し

い
見
た
目
で
贈
答
用
と
し
て
も
重
宝
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
気
温
の
上
昇
と
と

も
に
「
露ろ

地じ

び
わ
」
へ
と
移
り
変
わ
り
、

初
夏
に
は
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び

て
育
っ
た
、
み
ず
み
ず
し
く
風
味
豊
か

な
び
わ
が
旬
を
迎
え
ま
す
。
こ
う
し
て

季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
ハ
ウ

ス
か
ら
露
地
へ
と
主
役
が
移
り
変
わ
る

の
も
、
長
崎
び
わ
な
ら
で
は
の
楽
し
み

び
わ
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

よ
い
冷
暗
所
に
置
く
の
が
理
想
的
で
す
。

購
入
し
て
か
ら
長
時
間
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
と
果
肉
が
か
た
く
な
り
、
風
味
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
避
け
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

た
だ
し
、
気
温
が
高
い
時
期
な
ど
や
む

を
得
な
い
場
合
は
、
新
聞
紙
な
ど
で
包

ん
で
野
菜
室
に
入
れ
る
と
乾
燥
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

び
わ
は
追
熟
し
な
い
た
め
、
購
入
後
は

で
き
る
だ
け
早
め
に
味
わ
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
茂
木
の
風
景
と
と
も
に
育
ま
れ
て
き

た
び
わ
は
、
地
域
の
自
然
と
人
の
営
み

が
生
み
出
し
た
季
節
の
恵
み
で
す
。
そ

の
や
さ
し
い
甘
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、

産
地
の
情
景
に
も
思
い
を
は
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

びわを食べる１～２時間前に冷蔵庫に
入れておくとおいしさアップ！

びわの
豆知識
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渉し
ょ
う

外が

い

担た

ん

当と

う

者し

ゃ

と
は
？

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
く
ら
し
を
支
え
る
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
皆
様
の
ご
自
宅
へ
お
伺
い
す
る
「
渉
外
担
当
者
」
が
い
ま
す
。

地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
ご
提
案
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
担
当

者
が
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
の
か
、
そ
の
役
割
や
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

どんな人たちが担当しているの？

訪問スタイルなのはなぜ？

どんなことが相談できるの？

　
４
月
３
日
、
長
崎
市
の
ロ
イ

ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
ホ
テ
ル
で

金
融
共
済
事
業
決
起
大
会
を

開
き
、
役
職
員
や
関
係
機
関
な

ど
９４
人
が
参
加
。
目
標
の
早
期

達
成
に
向
け
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
団
結
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
店
舗
機
能
再
編
の
初
年
度

と
し
て
、
１３
支
店
を
５
エ
リ
ア
に
再
編
し
、

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
Ｌ
Ａ
）・

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下

Ｌ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配

置
。
統
括
支
店
と
一
般
支
店
が
連
携
す
る
運

営
体
制
を
構
築
し
、
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
共
済
事
業
で
は
利
用
者
本
位
の
活
動
を
徹

底
し
、
Ｌ
Ａ
の
育
成
や
連
携
強
化
で
事
業
基

盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
金
融
事
業
で
は
利

用
者
目
線
の
も
と
、
純
新
規
貯
金
の
獲
得
や

年
金
口
座
指
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
川
組
合
長
は
「
強
い
意
志
を
持
ち
、
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

連携した運営体制の構築へ
金融共済事業決起大会

ガンバロー三唱で団結を図る役職員らガンバロー三唱で団結を図る役職員ら

JAの渉外担当者にはLA（ライフアドバイザー）と複合渉外担当者がいます。
LA（ライフアドバイザー）は、“JA共済”の知識を幅広く備えたエキスパー
トです。「ひと・いえ・くるま」の総合保障を通して、日々の安心な暮らし
を支えます。
一方、複合渉外担当者は“金融と共済の両面”から、くら
しに関わるさまざまな分野を幅広くサポートします。
共済のことはLAへ、金融や共済をあわせたご相談は複合
渉外担当者へ。
それぞれが、お一人おひとりの状況に寄り添いながら、
最適な提案を行う身近な存在です。

　支店へ足を運ぶのが難しい方や、忙しく時間が取りにくい方
のご自宅やお勤め先へお伺いすることで、ご利用者様が無理の
ないようにご相談いただける体制を整えております。顔を合わ
せてお話ししますので、小さな困りごとでもお気軽にご相談く
ださい。

【例えばこんなこと】
●貯金や定期預金の相談・見直し
●年金の受け取り手続きや相談
●住宅ローンや各種ローンの相談
●相続や資産運用についての相談

●万が一に備える保障内容の相談
●現在加入している共済の見直し
●医療・がん・自動車共済などの案内
●事故や災害時の手続きサポート
　　　　　　　　　　　　　などなど
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私たちにおまかせください
令和８年度は13支店を５エリアに再編して、

下記の職員が、組合員・利用者の皆様のもとへおうかがいします。
不安やお困りごとなど、どうぞお気軽にご相談ください。

北部エリア

西部エリア

南部エリア

東部エリア

中部エリア

ライフプランサポートセンター（業者営業）

森 大輔（複合）森 大輔（複合）
エリアマネージャーエリアマネージャー

入江 隆博（LA）入江 隆博（LA）
エリアマネージャーエリアマネージャー

相川 綾子（複合）相川 綾子（複合）

佐々木 洸晴（LA）佐々木 洸晴（LA）

森 拓也（複合）森 拓也（複合）

東園 優人（LA）東園 優人（LA）

山﨑 真吾（複合）山﨑 真吾（複合）
エリアマネージャーエリアマネージャー

高比良 成美（複合）高比良 成美（複合）

前田 えり前田 えり
（複合）（複合）

本田 祥大（LA）本田 祥大（LA）

松尾 英雄（LA）松尾 英雄（LA）

小笠原 いずみ（LA）小笠原 いずみ（LA）
エリアマネージャーエリアマネージャー

脇川 満男（複合）脇川 満男（複合）
エリアマネージャーエリアマネージャー小西 達哉（複合）小西 達哉（複合）

エリアマネージャーエリアマネージャー

河野 啓一郎（複合）河野 啓一郎（複合）
エリアマネージャーエリアマネージャー

山下 貞治（LA）山下 貞治（LA）
エリアマネージャーエリアマネージャー

江月 洋（LA）江月 洋（LA）
エリアマネージャーエリアマネージャー

坂井 博志（LA）坂井 博志（LA） 庄司 圭佑庄司 圭佑
（LA）（LA）

山口 憲一郎（LA）山口 憲一郎（LA）

小野 陽子（LA）小野 陽子（LA）
エリアマネージャーエリアマネージャー

大串 一絵（LA）大串 一絵（LA）

江島 幸祐（LA）江島 幸祐（LA）

山中 海帆（複合）山中 海帆（複合） 深堀 寛文深堀 寛文
センター長センター長

泉井 航希泉井 航希

玉置 淳哉玉置 淳哉 石松 正典石松 正典

壁総 元樹壁総 元樹

尾崎 隆稀（LA）尾崎 隆稀（LA）

本村 卓也（LA）本村 卓也（LA）

小松 寛幸（LA）小松 寛幸（LA）
山口 勝成（LA）山口 勝成（LA）

金原 のぞみ（LA）金原 のぞみ（LA）

北川 康晃（LA）北川 康晃（LA）

中野 美奈子（LA）中野 美奈子（LA） 福島 康貴（LA）福島 康貴（LA）

山田 美穂（LA）山田 美穂（LA）

犬塚 菜美（LA）犬塚 菜美（LA）

浦川 純也（LA）浦川 純也（LA）

尾崎 真一郎尾崎 真一郎
（LA）（LA）

朝川 美希（LA）朝川 美希（LA）

佐土嶋 卓也（LA）佐土嶋 卓也（LA）

水口 勝也（複合）水口 勝也（複合）山下 美樹山下 美樹
（複合）（複合）

金原 恵介（複合）金原 恵介（複合）

香月 崇宏（LA）香月 崇宏（LA）

志田 きらり（複合）志田 きらり（複合）

當麻 太平（LA）當麻 太平（LA）

山口 優己（LA）山口 優己（LA）

西村 西村 
健介（LA）健介（LA）原口 洋貴（LA）原口 洋貴（LA）

髙瀬 司（複合）髙瀬 司（複合）

江嶋 亮一（LA）江嶋 亮一（LA）
本川 真吾（LA）本川 真吾（LA）松永 浩徳（LA）松永 浩徳（LA）

山口 俊介（LA）山口 俊介（LA）
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４
月
１５
日
、
佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー

で
第
２０
回
「
長
崎
和
牛
」
枝
肉
共
励
会

を
開
き
ま
し
た
。
全
出
品
牛
が
肉
質
等

級
４
以
上
の
上
物
率
１
０
０
％
の
大
会

の
中
で
株
式
会
社 

中
村
畜
産
が
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
生
産
者
１３
人
が
去
勢
牛
３６
頭
、

雌
１４
頭
を
出
品
。
全
体
成
績
は
平
均
枝

肉
重
量
が
５
２
２・７
キロ
、平
均
Ｂ
Ｍ
Ｓ

（
脂
肪
交
雑
）
ナ
ン
バ
ー
１０・７
、
平
均

ロ
ー
ス
芯
面
積
８５・
８
平
方
センチ
、バ
ラ
の

厚
さ
９・
５
センチ
、
格
付
け
は
５
等
級
が

９２
％
、
４
等
級
が
８
％
。

　
金
賞
を
受
賞
し
た
出
品
牛
は
、
枝
肉

重
量
５
１
４・
６
キロ
、ロ
ー
ス
芯
面
積
９５

平
方
センチ
、バ
ラ
の
厚
さ
１１・７
センチ
で
Ａ
５

等
級
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
１２
と
最
高
ラ

ン
ク
。「
枝
肉
を
構
成
す
る
各
筋
肉
に

張
り
が
あ
り
、
脂
肪
付
着
も
適
度
で
肉

量
豊
か
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
枝
肉
」

と
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
受
賞
者
（
敬
称
略
）〉

　

金
賞　

㈱
中
村
畜
産

　

銀
賞　

前
田　

博
孝

　

銅
賞　

渡
辺　

孝
信

　
　
　
　

岳
下　
　

肇

　
　
　
　

前
田　

博
孝

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
、草
花
の
オ
ン

ラ
イ
ン
品
評
会
で
視
聴
者
投
票
に
よ
り
各
部
門

で
最
多
票
を
獲
得
し
た
３
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
同
企
画
は
、
花
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
春
の

需
要
期
を
前
に
実
施
。
こ
と
の
う
み
花
き
部
会

と
三
和
支
店
花
き
部
会
の
部
会
員
９
名
が
協
力

し
、
計
２７
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
は
今
回
で
２
回
目
。
投
稿
の
総
視
聴
回

数
は
３
万
１
，５
１
７
回
に
上
り
、
い
い
ね

数
１
，６
５
９
件
、
コ
メ
ン
ト
数
２
６
５
件
と

い
ず
れ
も
前
回
を
上
回
り
ま
し
た
。
投
票
者
か

ら
は
花
の
感
想
や
生
産
者
へ
の
応
援
コ
メ
ン
ト

な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
部
会
員
へ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
部
会
員
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
意

㈱
中
村
畜
産

金
賞

長
崎
和
牛
枝
肉
共
励
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
草
花
の
魅
力
発
信

視
聴
者
投
票
で
品
評
会

枝肉参観 褒賞を受ける中村香さん（㈱中村畜産）

農
報
特
集
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
管
内
の

出
来
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

横尾さん（左） カフェドレープ

三浦さん（右） メリーランドアップル
ブロッサム

松永さん カルテット
チェリー

見
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
」「
長
崎
の
花
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
方
法
を
今
後
も
模
索
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▽
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

【
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
の
部
】

　
横
尾　
純
一
（
こ
と
の
う
み
花
き
部
会
）

　
〈
品
種
〉
カ
フ
ェ
ド
レ
ー
プ

【
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
の
部
】

　
三
浦　
孝
路
（
三
和
支
店
花
き
部
会
）

　
〈
品
種
〉
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
ル
ブ
ロ
ッ
サ
ム

【
ス
プ
レ
ー
ス
ト
ッ
ク
の
部
】

　
松
永　
　
明
（
こ
と
の
う
み
花
き
部
会
）

　
〈
品
種
〉
カ
ル
テ
ッ
ト
チ
ェ
リ
ー
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○縮・間伐の実施について
　�密植園については、縮・間伐を行うことにより誘引を行うスペースが確保でき、樹内部まで光が当たるようになって良好な結果
枝が作られ収量の増加につながりますので、必ず行いましょう。
○病害虫防除について
散布時期 対象病害虫 使用農薬・濃度 注意事項

６月上旬 ナシマルカイガラムシ
（サンホーゼ） アタックオイル…………… 50倍

・�アタックオイルは他の薬剤との近接散布を避け、次の散
布間隔を14日以上あける。

・�収穫後、主幹から枝先までたっぷり散布する。
・�単用散布とし、日中高温時の散布は避ける。

6月中旬
がんしゅ病
灰斑病

ナシヒメシンクイ

カスミンボルドー… …… 1,000倍
パダンＳＧ（水溶）… … 1,500倍

・�パダンSG（水溶）は皮膚かぶれを生じることがあるので、高温
時の散布、あるいは一人で長時間の連続散布は避け、薬剤の
かかったところは清水で十分洗う。

○礼肥（夏肥）の施用について
　�礼肥は、早期の樹勢回復と来年産の優良な結果枝を発生
させるため、年間窒素施用量の30％程度を施用してくだ
さい。施肥量が多すぎると枝が徒長し花芽分化が遅れ、
着房率が低下しますので、注意してください。

樹齢 燐硝安加里１号
（15-15-12）

びわエコスター
又はビオ配合
（９-７-６）

びわ
なつたより
（８-４-３）

５年以下 1/4 ～ 1/3袋 1/2袋 1/2袋

10年 １袋 ２袋 ２袋

15年 1.5袋 2.5袋 ３袋

20年 ２袋 3.5袋 ４袋

【温州みかん】
○粗摘果の実施について
　�着果量が多い樹は内・スソ成の小玉果や外観不良果を中心に行い、併せて日焼け・浮皮になりやすい樹の外側の粗い果実を
摘果しましょう。着果が少ない樹は肥大状況に応じて８月以降の仕上げ摘果を中心に行いましょう。
　�摘果剤の使用により摘果を行う場合は、樹勢や散布時の気象条件によって薬剤・使用方法が異なりますので指導機関へご相
談ください。
○夏肥の施用について
　開花により養分をかなり消費していますので、今後の果実肥大・品質向上を図るために夏肥の施用をしましょう。※極早生を除く

品　種 時　期 肥料名 施用量（10a）
早生・させぼ・中生・普通 ５月下旬～６月上旬 みかん夏肥1号（みかんエコスター） 2.0袋（3.0袋）

高糖度系 ５月下旬～６月上旬 みかん夏肥1号（みかんエコスター） 2.0袋（3.0袋）

○病害虫防除について
散布時期 対象病害虫 使用農薬・濃度 注意事項

６月上～中旬

黒点病

アザミウマ類
ゴマダラカミキリ成虫
ミカンハダニ

エムダイファー…………………… 600倍

エクシレルSE………………… 5,000倍
アタックオイル…………………… 400倍

・�アカマルカイガラムシ発生園はアプロード（水）
1,000倍を散布する。
・�４月にアタックオイルを散布していない場合は、ア
タックオイル200倍を散布（アタックオイルを散布す
る場合は、生理落下の状況を見ながら散布する。）

６月下旬

黒点病
アザミウマ類
ミカンサビダニ

ゴマダラカミキリ成虫
カイガラムシ類

ペンコゼブ（水）又は
ジマンダイセン（水）……… 400～600倍
グレーシア（FL）……………… 4,000倍
トランスフォーム（FL）………… 2,000倍
【アビオン-Ｅ 1,000倍加用】
※カルシウム剤散布

・�ナメクジ類の発生園はマイキラーＬ200倍を
散布する。

【びわ】

果　樹（総合） 多良見支店 伊木力経済店舗
坂口　翔大

６月の営農情報

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

トランスフォーム
フロアブル

アタック
オイル

マイキラーＬ

ペンコゼブ
水和剤

ジマンダイセン
水和剤

グレーシア
フロアブル

エクシレル
SE

アビオン-E

エムダイファー
水和剤

カスミン
ボルドー

パダンSG
水溶剤 ビオ配合びわ

エコスター
びわ

なつたより

今回紹介した
薬剤・肥料

アプロード
水和剤

みかん
エコスター

みかん夏肥
１号

燐硝安加里１号
552

カルシウム剤

最寄りの
店舗に
おたずね
ください
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水稲栽培管理
◎出穂期と刈取適期の目安

品　種 田植え 中干し 出穂期 成熟期 刈取適期

なつほのか
6/10 7/10 ～ 7/20 8/14 9/23 9/23 ～ 9/27
6/20 7/20 ～ 7/30 8/20 9/29 9/29 ～ 10/4

ヒノヒカリ 6/10 7/10 ～ 7/20 8/21 9/28 9/28 ～ 10/4
にこまる 6/10 7/10 ～ 7/20 8/26 10/7 10/7 ～ 10/13

※なつほのかの防除時期をヒノヒカリと合わせるためには、１週間～ 10日程度移植を遅らせる。

水　稲 茂木支店 経済店舗
新井　雄大

野　菜 西海支店 経済店舗
相川　達也

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

キュウリの栽培

定植適期苗
　育苗日数約30日で本葉2.5～３枚程度の若苗を定植するこ
とで、活着がスムーズになり初期の生育を安定させることが
できます。畑の準備が遅れて老化苗定植にならないように注
意しましょう。
○生育適温：昼間 25 ～ 28℃　夜間 13℃

施肥量
　元肥の量は目安として10㎡当たり成分量で、チッソ200 ～
250g、リン酸200～ 250g、カリ100～ 150gを施用します。
元肥が多すぎると、収穫初期の果実が短くクサビ状の尻細り
果になることが多くなるので注意します。

定植
　定植時期の目安は、晩霜の心配がなく最低気温10℃以上、
最低地温15℃以上になったころです。活着の良否がその後
の生育に大きな影響を及ぼすので、定植は晴天の午前中に行
います。あらかじめ鉢に十分かん水しておき、植え穴にもあ
らかじめたっぷりとかん水しておきます。水分と地温を確保
するためにマルチを利用すると効果が高くなります。
　マルチは植え付け７～ 10日前に行って、十分に地温を確
保しておくと定植後、苗の根の伸張がよくなります。老化苗
定植や定植後の環境不良などで、生育が悪い場合には液肥や
葉面散布などで草勢回復に努めます。

整技方法（基本的な例）
①親づるは支柱の高さ（160cm）程度で摘芯。
②�子づるは葉を２枚残して摘心を基本とする。中段以上の孫
づるは放任し、隣の株の枝とぶつかるようなら適宜摘芯。
力強い成長点のある枝を必ず３～４本残す。

③�下段から発生する孫づるは地面につかないように葉を１～
２枚残して摘芯。

　�下から５～６節までの側枝と雌花は早めに除去。この時、
キュウリや台木の子葉があれば除去する。いつまでも残す
と病害虫の発生源となりやすい。

追肥
　追肥は１本目の果実がとれ始めたころからが目安です。化
成肥料の場合、１回にチッソ成分で10㎡当たり30g程度施
します。間隔は７～ 10日が目安です。
　液肥の場合は10㎡当たりチッソ成分で10 ～15gとして３～
４日に１回程度施してください。アミノ酸含有の有機液肥な
どを施用すると味のよいおいしいキュウリが収穫できます。

かん水
　キュウリは特に水分を必要とする作物なので、安定した栽
培のために雨水だけに頼るのではなく、かん水が必要不可欠
です。梅雨明け後は高温乾繰により急速に草勢が衰えるので、
通路かん水も含めこまめな水管理が大切です。

は種 収穫定植

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

キュウリの根は酸素要求量が多いので、うねを高くするとよいでしょう
� （タキイ栽培マニュアル参照）

誘引の例（１条植えの場合） （タキイ栽培マニュアル参照）
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１　施　肥
　・�施肥量が多すぎると稲が軟
弱に育ち、倒伏や病害の発
生を助長し、品質低下・減
収に繋がります。窒素過多
の恐れがある圃場では、基
肥を減肥し穂肥で調整しま
しょう。

　　�昨年、倒伏やいもち病、も
み枯れ細菌病が発生した圃
場は特に施肥量に注意して
ください。

２　箱施薬
　箱粒剤は、田植えの３日前から
散布し、十分にかん水を行い成分
の吸収を促しましょう。
　（散布量が少ない場合や散布ムラ
があると、薬剤の効果が半減します。）

３　田植え
　・植付本数は１株３～５本、株間16～ 18cm、条間約30cmを目安に移植しましょう。
　・植付本数が多く株間が広いと、くず米が増え減収し、品質も低下します。

４　除草剤
　〈初期剤〉
使用除草剤名 使用基準 使用上の注意 ※�スクミリンゴガイ（ジャンボタ

ニシ）の多発地帯は、移植後「ス
クミノン」１～４kg ／ 10aを
施用する。

ピラクロン
フロアブル

移植直後～ノビエ 1.5 葉まで
（移植５日後頃まで）
但し移植後 30日まで
500ml ／ 10a

・�雑草の多い圃場や難防除雑草（クログワイ）
対策として体系処理で使用する。

・�代かき時には使用せず、田植え後のみに
使用する。

　〈初・中期剤〉
区分 使用除草剤名 使用基準 特徴等

粒　

剤

サラブレットGO
１キロ粒剤

移植直後～ノビエ 2.5 葉まで（移植 8日後頃まで）
但し移植後 30日まで
1kg ／ 10a

SU抵抗性雑草、広範囲の雑草に効果。田
植同時可。経済性高い。

シグナス１キロ粒剤
移植直後～ノビエ 3.0 葉まで（移植 10日後頃まで）
但し移植後 30日まで
1kg ／ 10a

クログワイ（草丈 10㎝まで）に、効果が
高い。（塊茎を減らす。）
SU抵抗性雑草に強い。田植同時可。

液　

剤
サラブレットGO
フロアブル

移植直後～ノビエ 2.5 葉まで（移植 8日後頃まで）
但し移植後 30日まで
500ml ／ 10a

価格が比較的安く経済性が高い。SU抵抗
性雑草に効果。

パ
ッ
ク

カチボシＬジャンボ
移植直後～ノビエ 2.5 葉まで（移植 8日後頃まで）
但し移植後 30日まで
10パック／ 10a

省力散布が可能。ノビエ、SU抵抗性雑草、
多年生雑草など広範囲の雑草に効果安定。
ヒエ、アゼガヤに対して長期残効あり、
効果が高い。

５　水管理
　・�除草剤の効果を十分に出すため、除
草剤散布後４～５日間は３～５cm
の水深を保ち７日間は落水やかけ流
しをしない。

　・�田植え後は、分げつを促進させるた
め浅水管理を中干しの頃までつづけ
る。

◎施肥基準（kg/10a）

品　種 肥　料　名 基肥 穂肥 成　分　量
窒素 リン酸 カリ

なつほのか
（目標収量）
480～ 500kg

分施
（例１）

BB862号 45 6.6 7.2 7.9BBヒカリNK１号 25
分施

（例２）
BB284号 30 6.6 5.4 6.7BBヒカリNK1号 25

基肥一発 BBなつほのか一発 555 40 6.0 6.0 6.0

ヒノヒカリ
にこまる

（目標収量）
480～ 500kg

分施
（例１）

BB862号 50 7.6 8.0 9.0BBヒカリNK1号 30
分施

（例２）
BB284号 35 7.8 6.3 7.9BBヒカリNK1号 30

基肥一発 BBLPヒノヒカリ 45 6.8 7.7 4.5
BBLPにこまる 2号 45 6.8 5.4 5.4

施肥時期

【基肥】	 基肥施用後３日以内に水を入れ代かきする。
【穂肥】	（なつほのか）	 出穂 18～ 15日前頃
	 （ヒノヒカリ） 	出穂 15～ 10日前頃
（注）�基肥一発施肥で肥料切れの場合は、穂肥として出穂 10日前に

BBヒカリNK1号を 10kg/10a 程度施用する。

農薬名 施用量 使用時期 対象病害虫
防人箱粒剤 50g ／ 1箱 播種時～移植当日 いもち病、ウンカ類、コブノメイガ、

イネミズゾウムシ等サンスパイク箱粒剤 50g ／ 1箱 移植 3日前～移植当日
スクラム箱粒剤 50g ／ 1箱 播種時～移植当日 ※紋枯病多発圃場

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

スクラム
箱粒剤

BB862号

サンスパイク
箱粒剤

ピラクロン
フロアブル

BBヒカリNK
１号

スクミノン

BB284号

サラブレッドGO
１キロ粒剤

BBなつほのか
一発５５５

シグナス
１キロ粒剤

BBLP
ヒノヒカリ

サラブレッドGO
フロアブル

BBLP
にこまる２号

カチボシ
Ｌジャンボ

防人箱粒剤

今回
紹介した
薬剤・肥料
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ひとりごと担当者の

共
済
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

金
融
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

葬
儀
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

気
に
な
る
大
雨
へ
の
備
え

　

こ
こ
最
近
、
長
崎
の
雨
の
降
り
方
が
少
し
変
わ
っ
て
き
た
と

感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
と
し
と
降
る

と
い
う
よ
り
も
、
短
い
時
間
に
ザ
ー
ッ
と
一
気
に
降
る
雨
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

大
雨
の
予
報
が
出
た
と
き
は
、
ま
ず
自
宅
ま
わ
り
の
点
検
を

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
排
水
口
や
側
溝
に
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
が

た
ま
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
水
の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
く

だ
け
で
も
浸
水
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ラ
ン
ダ

や
庭
に
あ
る
飛
ば
さ
れ
や
す
い
物
は
室
内
に
入
れ
る
か
固
定
を
。

雨
戸
や
窓
の
施
錠
を
確
認
し
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
電
話
の
充
電

も
忘
れ
ず
に
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
の
備
え
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生
す
る
と
、
同
じ
場
所
に

雨
が
降
り
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
道
路
が
冠
水
し
た
り
、
身

近
な
斜
面
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
が
多
い
長
崎
だ
か
ら
こ
そ
、
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域

と
い
え
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
気
に
な
る
の
が
、
も
し
も
の
備
え
。
Ｊ
Ａ
共
済

の
『
む
て
き
プ
ラ
ス
』
は
火
災
（
落
雷
）
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風

や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
対
応
し
て
お
り
、
長
崎
に
お
住

ま
い
の
方
に
と
っ
て
は
心
強
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
雹
（
ひ
ょ
う
）
に
よ
る
被
害
や
大
雪
の
被
害
に
も
備
え

ら
れ
る
ほ
か
、
地
震
の
際
に
も
一
定
の
保
障
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
物
本
体
だ
け
で
な
く
、
門
や

塀
と
い
っ
た
建
物
ま
わ
り
ま
で
対
象
に
な
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
？
」
と
思
う
よ
う
な
こ
と
も
保
障
し
て

く
れ
る
『
む
て
き
プ
ラ
ス
』
と
い
う
備
え
が
あ
る
こ
と
を
、
こ

れ
を
機
に
少
し
だ
け
知
っ
て
お
く
の
も
よ
さ
そ
う
で
す
。

父
の
日
に
贈
る
感
謝
と
安
心

　

６
月
の
第
３
日
曜
日
は
父
の
日
で
す
。
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
る

日
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
“
家
族
の
未
来
”
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
日
で
す
。
家
族
の
た
め
に
働
き
、

支
え
続
け
て
き
た
父
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、「
こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
」
と
い
う
視
点
が
自
然
と
生
ま
れ

ま
す
。

　
家
族
の
生
活
は
、
誰
か
一
人
の
努
力
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
計
の
中
心
を
担
う
人
に
万

が
一
の
こ
と
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
長
く
続
き

ま
す
。
教
育
費
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
日
々
の
生
活
費
。
ど
れ
も
家
族

の
未
来
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、父
の
日
は“
家

族
の
保
障
”
を
見
直
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
ま
す
。

　
ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
収
入
を
守
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る

か
と
い
う
点
で
す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
る
リ
ス
ク
は
年

齢
と
と
も
に
高
ま
り
ま
す
。
収
入
が
途
絶
え
た
場
合
の
生
活
費
を

ど
う
確
保
す
る
か
は
、
家
族
の
安
心
に
直
結
し
ま
す
。

　
次
に
、
医
療
・
介
護
へ
の
備
え
で
す
。
医
療
技
術
が
進
歩
す
る

一
方
で
、
治
療
費
や
入
院
費
、
長
期
化
し
や
す
い
介
護
の
負
担
は

依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
で
す
。
自
分
自
身
の
備
え
は
、
家
族
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、父
の
日
に
こ
そ
考
え
た
い
の
が
資
産
運
用

に
よ
る
“
未
来
の
安
心
づ
く
り
”
で
す
。 

教
育
費
や
老
後
資
金

な
ど
、
将
来
必
要
と
な
る
大
き
な
支
出
は
、
時
間
を
味
方
に
つ
け

る
こ
と
で
準
備
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
積
立
投
資
や
分
散
投
資

な
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
資
産
運
用
は
、

家
族
の
未
来
を
支
え
る
大
切
な
選
択
肢
で
す
。
市
場
の
動
き
に
一

喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
資
産
を
育
て
て
い

く
姿
勢
が
、
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
家
族
の
安
心
も
贈
る
父
の
日
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
ぜ
ひ
当

組
合
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
六
曜
・
友
引
】
と
は

　

ま
ず
、【
六
曜
】
と
い
え
ば
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
日
付
あ
た
り
に
書
か
れ
て
い
る
の

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。【
六
曜
】
は
先
勝
・
友
引
・

先
負
・
仏
滅
・
大
安
・
赤
口
の
６
つ
を
指

し
ま
す
。
そ
も
そ
も
【
六
曜
】
は
中
国
で

生
ま
れ
た
概
念
で
、
１４
世
紀
頃
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、干
支
や
陰
陽
道
と
い
っ

た
思
想
を
基
に
、
そ
の
日
の
吉
凶
や
運
勢

を
占
う
た
め
の
暦
注
と
し
て
広
ま
っ
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
【
友
引
】
に
つ
い
て
で
す
が
、

【
友
引
】
は
、
元
々
は
（
共
に
引
き
分
け
）、

つ
ま
り
勝
負
が
つ
か
な
い
日
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
転
じ
て
現
在
で

は
（
友
を
引
く
）
と
い
う
意
味
で
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
迷
信
で
す

が
、
亡
く
な
っ
た
人
が
友
を
呼
び
寄
せ
る

と
い
っ
た
意
味
で
葬
式
を
執
り
行
う
の
は

避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
部
の
地
域
（
関
東
な
ど
）
で
は
、
友

引
の
日
に
火
葬
場
を
休
館
す
る
地
域
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
結
婚
式
や
入
籍
な
ど
、
お
め

で
た
い
場
面
で
は
歓
迎
さ
れ
る
日
で
、
大

安
に
続
い
て
選
ば
れ
や
す
い
日
で
も
あ
り

ま
す
。【
六
曜
】
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ

る
の
で
、
気
に
な
る
方
は
調
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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JAからのお知らせ

変更日 令和８年７月１日（水）より

対　象 支店 
 信用・共済・経済事業に係る窓口サービス

窓口
営業時間
（変更後）

（平日）	 ※9：00	 ～	 11：30
	 12：30	 ～	※15：00
　　※上記は支店窓口営業時間。
　　　経済店舗窓口のみ8：30開店、16：00閉店
▶�11：30～ 12：30は、支店・経済店舗窓口の営業を休業させ
ていただきます。
▶ATMは昼休業時間中もご利用いただけます。
▶�事故対応等の緊急時については、通常通り対応いたします。

　
日
頃
よ
り
当
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
防
犯
体
制
お
よ
び
労
務
管
理
の
適
正
化

を
図
る
た
め
左
記
の
と
お
り
昼
休
業
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
今
後
と
も
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
で
の
作
業
は
、
果
樹
や
水
稲
の
農
薬
散
布

作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
操
作
に
は
、
ル
ー
ル
の
確
認
や
専
門
的
な
知
識
・
技

術
が
必
要
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
受
講
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
営
農
販
売
部
営
農
課

　
（
☎
０
９
５-

８
２
５-

５
６
０
４
）

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
る
年

金
制
度
で
す
。
積
立
方
式
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
税
の
優
遇
や
保
険
料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
お
住
い
の
市
町
村
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
の
農
業
者
年
金
担
当

窓
口
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

昼
休
業
の
導
入
に
つ
い
て

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

販
売
が
ス
タ
ー
ト

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
受
講
も
受
付
中

農
業
者
年
金
で
安
心
豊
か
な
老
後
を

重要なお知らせ

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
で
肥
料・農
薬
を
購
入
す
る
と
、Ｊ
Ａ
店

舗
価
格
よ
り
お
得
に
な
り
ま
す
。
２４
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
注
文
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
ご
注
文
い

た
だ
い
た
商
品
は
ご
自
宅
ま
で
配
送
し
ま
す
。
期
間
限
定
で
お

得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肥
料・農
薬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
を

開
設
し
ま
し
た

■お問い合わせ
　受発注センター
　（☎095-882-4222）

独立行政法人農業者年金基金
専門相談員（☎03-5919-0371）
企画調整室（☎03-5919-0332）
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理 事 会 報 告 令和８年度　第１回定例理事会　令和８年４月30日

■付議事項
第１号議案	 �令和７年度行政庁検査指摘事項に対する改

善状況等報告に関する件
第２号議案	 経理規程の一部変更に関する件
第３号議案	 �令和８年度コンプライアンスプログラム策

定の件
第４号議案	 大口融資先取引承認の件
第５号議案	 リース資産の取得の件（ATM更改）（案）
第６号議案	 �令和８年度JA機器更改の件（Kinds’26共済

端末機）
第７号議案	 農産物検査業務規程変更の件
第８号議案	 令和７年度決算方針の件
第９号議案	 令和８年度事業計画の総合収支計画の件
� ※すべて可決承認された。

■報告事項
１	〈企画室〉第21回通常総代会スケジュールについて
２	〈企画室〉第８期 総代名簿について
３	 �〈総務部〉不祥事再発防止策取り組み状況報告につい
て（令和７年度第４四半期）

４	 �〈総務部〉令和７年度コンプライアンスプログラム第
４四半期進捗報告について

５	 �〈監査室〉令和７年度内部監査年間業務活動報告につ
いて

６	 �〈監査室〉令和７年度内部監査の品質に関する内部評
価報告について

７	〈金融部〉金融円滑化（法）にかかる報告について
８	〈金融部〉JA窓口における「警察への通報基準」について
９	〈経済福祉部〉中東情勢について
10	〈各部〉事業実績報告

俳
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ゆ
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植
村　

京
子

　フィッシング詐欺に引っかかり、LINE が乗っ取られまし
た。なんとか取り返せたのですが、嬉しくていろんな人に
同じ文章で復活報告の LINE を送ったところ、今度はスパ
ム扱いされて数時間 LINE が使用停止になりました。皆さ
んもどうかお気をつけて。� 長與　海帆

　幼いころからよくびわを食べていたのですが、小学生の
時、植木鉢で種を植えたら育つのかという実験をしたこと
があります。正直、育つかどうかも分からなかったので、ア
サガオを育てる感覚で水をあげていましたが、芽が出て葉っ
ぱもちゃんとびわの葉だとわかるくらいまで成長しました。
さすがに実はなりませんでしたが、おどろきだったのを今で
もおぼえています。� 浦上　伊純

編 集 後 記

友だち登録・フォローお願いします！
\ LINE / \ Instagram /

情報発信中！

とっておきの一枚とっておきの一枚CHECK!

おいしいびわの見分け方
を動画でご紹介！
これを見ればびわを選ぶ
とき・食べるときがちょっ
と楽しくなるかも？
ぜひインスタグラムでご覧
ください♪


